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数の神秘

数はもっとも抽象性が高く､それでいてきわめて理解しやすい観念である｡人間は

まことに重宝な道具として数を用い､抽象的観念などと意識することはめったにない｡

しかしその極度の単純性は時として人を立ち止まらせ､ある時は省察に､またある時

は畏怖へと誘うことがある｡そして人々は本来まったくneutreなはずの数に､さまざ

まな意味付けを行なってきた｡好ましい数としての7(野球の試合以外の場では口にす

るのも気恥ずかしいはど力を失っているラッキー･セブン)､あるいは避けるべき数13

という輸入品もあれば､今だに数多くの病院､そしてすべてのパチンコ台の番号から

入念に排除されている4と9という国産品もある｡本論の趣旨とはあまり関係がない

が､この四=死､九=苦に見られる数字の語呂合わせは日本語の独壇場で､歴史年代や

電話番号の記憶に便利なばかりではなく､新予算の発表の際に行なわれるように少々

大げさに言えば呪術的･祈願的な性格も合わせ持っている｡また記号の形態からの視覚

的意味付け(八=末広がりの掛l)も日本語特有の操作といっていいかもしれない｡

このように数はさまざまな形でイマジネーションを刺激するが､数への意味付けを

広範囲に徹底して行なったのは西欧中世である｡そもそも自由七学科のひとつ算術

arithmetiqueはけっして計算･算法の技術の謂ではなく､ボエティウスのDeEnstitLLtione

αr地肌e′血を基盤とする数自体の研究(l)を意味していた｡そこでは数の分類が出発点と

なり､完全数何の研究､数相耳の関係の考察､ひいては比例･調和の探究に力が注がれ

ていたのだった｡

数の象徴論

数に神秘的な力があり､物質界･精神界は永遠不変の数を基盤に迫り上げられている

とする考え方はおそらくピエタゴラス派を起源とするものであろうが､この思想は早

い時期にキリスト教に浸透し､ネオ･プラトニスム､教父神学をへて､中世の聖書解釈

に決定的な影響を与えた印｡そこでは個々の数に象徴的な意味を見いだすという形で､

数の神秘化が行なわれていた｡まず特権的な数がある｡たとえば三位一体の3､四福音

書記者や四大の4､これらは何らかの意味を付与されるというよりも､すでにして重要

な数であり､他の数の因数または部分としてその数の意味付けに寄与することが多い
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ようだ｡そしてこの二つからは､まず和として7が作られる｡神の数3と自然界(四大)

の数4の和であるから､当然これは人間の数である｡聖霊は人間に七つの賜物(Sage5Se,

intelligence,COnSeil,force,SCience,Piit6,CraintedeDieu)を与え､それに応えて人間はキ

リスト教徒の七つの美徳(foj,eSPirance,Charit6[神徳】とprudence,force,justice.

temp6rance【枢要徳】)で七つの大罪(avarice,COlとre,enVie,gOurmandise,1uxure,Orgueil.

paresse)に陥らないように戦う｡人生において立ち会う可能性のある秘蹟の数は七つ

(bapteme,COnfirmation,euCharistie,p6nitence,eXtreme-OnCtion.ordre,mariage)､また人の一

生を司る天体の数も七つである｡また3と4の積12はもともと暦法で重要な数であり､

ヘラクレスの偉業を思い出すまでもなく二桁の数としてはお日にかかる機会が多く､

聖書でもイスラエルの12支族(したがって族長)をはじめとして頻繁に見受けられる

がd〉､キリスト教では何よりも教会の基盤を作る使徒の数として特別な意味を持ってい

る｡さらに3の自乗9は天使の位階の数という具合に､個々の数の意味付けの例は枚挙

にいとまがない｡ここでもまより一般的な考え方として､割り切れる致偶数が堕落しや

すい性質の象徴として奇数と対比されがちであるということを補足しておこう(㌔また

カバラ神学的な計算の例を挙げれば､人類の先祖アダムの名をギリシア語で表記して

個々の文字をギリシア数字として読み取るとα=l､∂=4､α=1､〃=40､計46､これは

懐胎後46日で魂が肉体に結合する理由を説明しているとする解釈があり(句､あるいは予

裏論的な解釈の例としては､旧約のギデオンと三百人の部下に関する記述(土師記7･8

章)に注目し､ギリシア数字では300=Tであり､ギリシア文字Tは十字架の形象であ

るから､これはキリストとその受難を予言しているとするものがあるのという具合に､

隠された真実の啓示を数字に求める考え方は中世において広く行なわれ､かつ精緻化

されていた｡

このように数を中心として一種の象徴論､神秘教説が構築されていったのは､何よ

りも数の純粋性､その｢不変の規則｣叩から生み出される秩序が人々を捉えたからであろ

うが､しかし実際に数を取り扱う際にはある種の融通性が認められる｡つまりどんな数

字にも意味を持たせてしまうという､自己増殖的な傾向が見られるのだ｡たとえばあ

る数字に意味を持たせるときのやり方のひとつに､自然級数の和(aggregatiocontinua)

を求めてもうひとつ別な致を作り､その致に特別の意味を求めるという方法がある｡

例を挙げると､昇天の祝日に13番目の讃歌(詩篇131篇)が歌われるのに注目し､13ま

での自然級数の和を求める｡合計は9l､そしてこの数字は10人の天使の9つの合唱

(90)と､昇天の時に天使たちの上に位置を占めるキリスト(1)を表わすという次第であ

る伊〉｡キリスト=1であるならば､3や4､あるいはその倍数や累乗と組合せるとたいて

いの数字に何らかの意味を見いだすことができよう｡つまり数の象徴論は必ずしも冷

たく凝固したものではなく､そこにはある種のダイナミズムが作用しているし､また

逸脱に走る危険もはらんでいるのだ｡そして現代人の目には慈恵的とも映りかねない

このような精緻､あるいは複雑怪奇な操作を制限する規則があったのかどうかはよく
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分からない｡

Triviumとquadrivium

数に注意を向け畠と､当然他の数との関係に心を引かれる｡大小の比較から始まり､

加減乗除をやってみたり､因数を考えてみたり､倍数や累乗を求めてみたりする○さ

らにいじくり回していると比例関係の考察に行き着く｡とたんに地平が拡大する｡音

楽は数学的秩序に基づく｡異なる音の間の関係は厳密な比例関係であり､そこから調

和というものが生まれてくる｡天文学は天体の運行が奏でる音楽の観察･分析･総合で

あり､比例を抜きにして語ることはできない｡また幾何学においていかに比例が重要

であるかは､数々の美しい定理を持ちだすまでもなく､誰の目にも明らかであろう(た

だし17世紀以降のものである解析幾何学的な見方は慎むべきだが)｡こうしてみてく

ると四科quadriviumはすぺて､調和､比例､すなわち数の問題に還元できる､という

といささか単純化が過ぎるかもしれないが､どの学科においても致を無視できないの

はいうまでもない｡

さて話がそこまで進むと､中世の文学作品とquadriviumの関係はどうなっているの

か､言い換えればquaddviumは文学作品にどのように影響しているのかという問題が

気になってくる｡なぜなら一般に中世文学に接するときは､三科triviumの枠内で､あ

るいはそのうちせいぜい文法と修辞学を視野に入れて行なうのが普通だからである

(もちろんマルティアヌス･カペラのF学芸とメルクリウスの結刺のように自由七学科

を直接論じる作品は別としての話である)｡

中世文学のなかでも特にいわゆるアレゴリー文学に分類される作品は､そこにおい

て意味の重層性(複数の意味の併存)が問題となるために､常に修辞学を念頭において

読み解かれてきた(10)｡いずれにせよtriviumの側から問題にされるのが普通であった｡

これをquadriviumの側から考察する､というと話は大きくなるが､これまでに見てきた

数の寓意の一点に絞って､具体的に検討してみたい｡対象として取り上げるのはアレ

ゴリー文学のなかでも物語性が強く､かつ教訓文学1itt6raturedidactiqueとしての性格も

合わせ持ったギヨーム･ド･ロリスの｢番薇物語』である｡

ギヨーム･ド･ロリスの一書薇物語J

数の象徴論はすでに見たようにキリスト教との関係がきわめて濃密である｡ところ

でギヨームの作品がキリスト教的であるかという上､これはなかなか微妙な問題であ

る｡聖書の記述を直接踏まえた表現は作中にまず見られない｡その一方でオウイディ

ウスの影響はナルシスの泉のエピソード(1423-1678行)やくく愛の神〉}の教え(1879-2762

行)をはじめとして随所に見られる｡けれども超越的な存在､ないし造物主としての

｢神｣は何回か登場する｡たとえばく(理性〉〉に関して｢その姿や顔を見ていると/天国で

作られたことが分かる/なぜならくく自然〉〉にはこれはど整った作品を/作ることはできな
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いからだ/書物に嘘がなければ/神は己れの姿形に似せて/天で彼女を作ったのだ｣

(2969-75行)とあり､造物主として､けルシスの泉>を作ったくく自然〉〉(1430-32行)

を超えるものであることが明らかにされる｡この｢神｣はどうやらキリスト教の神で

あるようだ｡また｢神｣ではないくく愛の神〉〉ほこの物語で主人公に次いで重要な登場人

物であるが､カロールを踊る人々にまじって最初に登場するときに｢天からまっすぐ

におりてきた/天使のように見えた｣(902-3行)と表現されている｡この《愛の神〉}は

｢ウェヌスの息子クビド｣(1586行)とほぼ同一視されている｡貴公子然とした若者であ

る｡一方クピドはヘレニズム美術以来｢弓と矢を持ち巽をつけた可愛い少年｣(川として

描かれ､天使の図像学と交差するし､天使の表現は幼児から若者までかなりの幅がある

のだから､特に問題はないといってしまえばそれまでだが､《愛の神》にはどうやら真

はなさそうだし､ここでは若者の美しさの強調として｢天使のように｣という形容が

行なわれているのは明らかであり､やはり異教とキリスト教の混滑というか､両者の

境目の曖昧さが感じられる申である｡このようにキリスト教的とも異教的とも言いが

たい作品において､数はどのような役割を演じているのだろうか｡

r薔薇物語Jにおける数(lと2)

まず1である｡しかしlについて論じるのは難しい｡作品中にun(S)､uneは合計200

回以上出てくるがPanosのCo乃COr血乃Ce(切による)､品詞分類が難しい｡冠詞と形容詞

の区別が困難であり､形容詞の場合も数詞としての｢ひとつの｣と｢ある(CeHain)｣の

意が微妙に重なっている｡また物語の登場人物が一人一人独立して行動するのは当た

り前であるし､出来事が一回限りであるのも当然で､そこに特別な意味を見いだすの

には無理がある｡事実､91の例で見たように､1に何らかの意味が生じてくるのは､

1+N､または1対Nの形を取る場合のみなのである｡一般に1は他の数字と対興させら

れた時しか特殊な意味を持ちにくいのであり､ギヨームの作品の場合もその例に漏れ

ない｡

次いで2｡用例はかなり少なく､形容詞･名詞､合わせて20回しか用いられていない｡

その中には｢二羽の鳩のように接吻しあう｣(1273行)く(青春》と相手の少女とか｢両手

で矢をつかむ｣(1708行)というような単なる数量表現もあれば､｢二匹のばったが飛び

出すのを見ても｣(3869行)震えおののく《小心〉〉､という数の少なさを強調する例､あ

るいは《富》の髪飾りの金の環に付いている｢ニオンス以上の重さのエメラルド｣(1096

行)という大きさの誇張的表現もある｡いずれにしても数量表現であり､2という数字

に象徴的な意味が込められているわけではない｡2に関して重要な例は他にあって､ま

ず《愛の神〉〉の｢二本の弓｣(期9行)､そしてナルシスの泉の底にしつらえられた｢二

顆の水晶｣(1536行)であろう｡《愛の神〉〉の弓についてはのちに十本の矢とともに検討

してみることにして､ここでは水晶を取り上げる｡日光があたると青､黄､赤と美し

い色に変わるこの水晶は､水の底で庭園の半分ずつを映しだしている｡そのため泉の
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中を覗き込むと庭園のあらゆる場所がくまなく見通せるのである(1541一朗行)｡主人

公が水晶に映しだされた庭園の一画に薗薇の曹を見いだし､たちまち恋い焦がれ､く`愛

の神〉〉の矢を受けることになり､以後の物語が展開するという重要な位置に現われる2

という致であるが､水晶がなぜふたつあるのかという点に関しては何の説明もなく､解

釈は読者に委ねられる｡二瓶の水晶は何を意味するか｡限である｡従来この水晶に関

して言及される場創ま恋愛の相手の女性の限とする解釈が普通のようだが13)､これは

くく悦楽}〉の園全体を恋する女性(の心理)と見る立場からくるものであり､解釈の一貫

性ないしは隠された意味の単一性を前提としているように思われる｡限定の必要はあ

るまい｡水晶は眼であり､より一般的に言えば視覚である｡作者は｢二つの屋のよう

に輝く｣(2966行)((理性〉〉の眼､というような凡庸な比喩を越えて､｢正しい使者たる

眼｣(2722行)にこだわり､これはもちろん作者独自の表萌セはないが､眠から入って

心に達するくく愛の神〉〉の矢について詳細に語るというネオ･プラトニストぶりを見せて

シ､る｡したがってここでは主人公の限でも相手の眼でも構わない､見るという行為ない

しは視覚という五感のうち最優位に置かれる感覚が重要なのだ｡ただし残念ながらそ

こには2という数自体の持つ象徴的な意味は別に生じてはいない｡一部の武勲詩や物

語に見られる現世的なもの､堕落しやすいものの象徴として奇数(特に3)(1d}と対立する

2はこの作品には現われない｡

聖なる数3?

ギヨームの作品の原文に3という数字は､少なくとも聖なる数としては一度も出てこ

ない｡数自体は七回使われている｡そのうち単なる数量表現や誇張法､あるいは決ま

り切った言い回し(｢二三の｣の類い)を別にすると､興味深いのは《老い,〉の描写で

くく時,〉の移ろいについて語る有名な箇所の｢今ある時のことを考えようとしても/それだ

けでもう三つの暗が過ぎ去ってしまう｣(370dみ行)というところだろうか｡中世人の時

間意識のある形が示されているように感じられ､さまざまな思いに誘われる一節だが､

しかし本論の趣旨とは無関係だからここでは立ち入るまい｡

数の寓意を考えるとき､必ずしも作品の原文に特定の数字が出てくる必要はない｡

何らかの形で致を読み取ることができればそれで十分である｡この作品の場合にその

ような読取りは可能だろうか｡然りと答える例がひとつある｡り夕･ルジュンヌ女史(均

はギヨームのr薔薇物語Jの構造を分析し､全体を三郎に分け､その各々をさらに三部

に細分する｡というより､この作品がそのような構造を持っていると解釈する｡概略を

示すと､Ⅰ-1プロローグ(44行)-2庭園(472行)-3地上の楽園(906行)､Ⅱtl泉

(190行)-2薗薇(胡2行)-3愛の技法(694行)､Ⅲ-1薗薇への接吻(732行)-2嫉妬

(494行)-3エピローグ(54行)という分割であり､行数から見るといわば.ⅠとⅡが三

角形､Ⅲが逆三角形ということになる｡つまりこの作品は3および9を基盤に構成され

ているというのである｡しかしルジュンヌの立論は聖なる数3と9の存在の証明にとど
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まりはしない｡むしろそれを根拠にこの物語がきわめて理知的に構成され､完結性を

持った作品である､すなわち未完ではないということを示そうとするのである｡未完

か否かという間はひとまず置こう｡上記のような分割が果たして妥当であるかどうか

をまず問題にしなければなるまい｡まず気になるのは､作者が読者に直接呼び掛ける

という中世文学ではごく一般的な冒頭部分を物語の世界と同一平面に置いていること､

そして主人公の独自をエピローグとして､あたかもプロローグに対応するかのように

していることである｡またⅠ-2以下の細分ははとんど慈恵的といっていい｡ルコワ

版のもととなったBN1573番の写本の飾り文字による区分が無視されているのはいい

としても､このような分割を行なう根拠はまったく存在しない｡事実物語の粗筋を説

明するときに､研究者はそれぞれ独自のそれなりに納得のいく区分を何通りも行なっ

ているのであり､このような操作はあくまで便宜的なものとすべきである｡ただし､

《愛の神〉〉の教えをはさんで全体(プロローグを除く)が三蔀構成になっているのは明瞭
に見て取れる｡しかしこの3を聖なる致と見撤すのであれば､あらゆる三部構成の作品

は聖なる構造を持っことになり､これでは何も言わないのと同じになってしまう｡数

の象徴論の探究はまたしても挫折したのである｡

正方形-4

聖なる数にも俗なる数にもなりうる4である｡くく老い》の描写で｢松糞杖なしには4ト

ワーズも歩けない｣(360行)とあるが､1トワーズは1.95メートルぐらいだから､ここ

は3でも5でも同じことだろう｡4(quatre)が選ばれたのは2音節になりうる単語だから

であろうと推測できる0薔薇の菅を発見するくだりで｢四対の糞がある｣(1660行)と

あるのも同じ理由かもしれない｡その他にも四分の-とか四番目という表現が数箇所

で見られるが､特に深い意味はないと思われる｡

4に関して重要なのはく(嫉妬〉}の城である｡｢城壁は正確に配置され/完璧な正方形(四

角形)を成している｣(3796-97行)､｢四隅に四つの小塔があり/(…)/四つの門がある｣

(3恥3､05行)という4尽くしで､四箇所の門を､《拒絶〉〉､《羞恥,､くく小心》､くく中傷,,

が警護する｡中庭の中央には円塔があり､そこにくく歓待,,が幽閉されることになるのだ

が､この正方形の城にはモデルがあるという｡ルーヴル宮である｡思わず眉に唾を付

けそうになるが､この説を唱えたのが他ならぬヴィオレ=ル=デュックとあれば､耳を

傾けたくなると･いうものだ｡浩轍なr建築事典Jの第三巻には130ページにもおよぶ長

大な｢城｣ch飢朗uの項目があり"`)､そこで彼は､中世の城はすべてが廃墟となってい

て､とりわけその居住部分がどうなっていたのかよく分からないことを嘆いたのち､情

報を得るには年代記やロマンの記述を利用すべきであるという｡そして｢その最も古

く､最も完全で､最も興味をそそるもの｣としてギヨームの｢薔薇物語jをあげ､3779

-3897行を引用し､そこでは｢くく嫉妬》の城の名において､フィリップ･オーギュスト

の時代のルーヴルが措かれている｣と断言する｡詳細にわたるのは避けるが､ヴィオ

8



レ三ル≡デュックによれば､く(嫉妬〉〉の城の構造･防備のやり方はことごとく当時の

ルーヴルに当てはまるという｡13世紀前半のルーヴルの平面図を再構成するのは困難

なようだが､修復･再建後のシャルルⅤ世の時代の平面図(同書134ページ)やヴィオ

レ=ル=デュックによる斜め上空からの想像図(同書137ページ)を見ながらくく嫉拓〉〉の

城の記述を読んでいると､なるほどと感じられるところが随所にある｡もちろん物語

特有の誇張はあって､城壁の長さ(正方形の一辺)が100トワーズ(約195メートル)

(3798行)というのは､現実の城のはぼ倍にあたるそうだが(現在のルーヴル美術館でシ

ュリー翼と呼ばれる正方形部分(17世紀後半に完成)の外壁は一辺およそ176メートル

)､具体的な数字が与えられることで､当時の城の規模を知る読者はより現実感のある

イメージを抱くことができたのではないだろうか｡四つの塔､四つの門､四人の護衛｡

ここでは4という数字自体の意味よりも､正方形という幾何学的な形象が明確なイメー

ジとして浮かび上がってくる｡そういえば物語の舞台であるくく悦楽〉〉の囲も｢完璧な正

方形で/縦と接が同じ長さ｣(1323-24行)だった｡

5そして10

《愛の神}〉は従者に2本の弓と10本の矢を持たせている｡弓はトルコ製で､王本は節

と椅だらけで黒く､もう1本は仕上げも美しく､陽気な男女の姿が装飾として描かれて

いる｡10本の矢は5本ずつ弓に対応していて､材質の分からない黒い失と､金の矢尻

の付いた四角矢である｡この弓矢の典拠はオウィディウスのr変身物語』にある(巻1､

468-71行)｡ただしそこでは弓は1本しかなく､失は金と鉛のものが1本ずつ､それぞ

れ恋心をかきたてる力と逃げ去らせる力を持っていて､クピドは前者をアポロンに､後

者をダブネに射かけたのだった｡一方ギヨームはそれぞれに専用の弓を用意し､矢を

5本ずつに増やし､しかも1本l本一に名前を付けた｡く(美〉〉《純真肌善意ゝ車礼節ゝ〉)㈹"同

伴}〉くく愛想>〉とくく倣慢〉>《下賎〉〉くく墓恥〉〉くく絶望》くく心変り》の10本で､最初の5本が主人公

に向けて放たれる｡ここでは叩という数字よりも､あくまで5のZ倍と捉えておいたほ

うがよさそうだ｡ただし実際には用いられない5本にも名前を付けるという配慮の見

られることには注意しておきたい｡

10という数はすでに現われていた｡くく悦楽〉〉の園の外側の壁に措かれた肖像が10人､

(く憎悪〉}くく悪意,}《下賎〉〉《貪肇〉川強欲〉〉くく羨望}〉(く悲哀〉〉くく老い〉〉くく偽信心〉,く(貧困,,である｡

そして園の中でカロールを踊る人々の申で詳しく紹介されるのがやはり10人になる｡

名前をあげておけば､くく閑暇〉〉くく悦楽〉〉くく歓喜》くく礼節》くく美〉〉くく富,川渡揚,,((善意,,((青春,,そ

してくく愛の神}〉､このうちくく閑暇〉>と《愛の神〉〉が主人公に直接接する｡二つのグループ

を比べてみると､くく下賎〉〉とくく礼節〉〉､《貧困>>と(く富〉〉のように明らかに対応する組合

せもあれば､対応する相手のないものもある｡しかし物語の中では壁の内外にあって､

理想的な恋愛の世界における悪徳と美徳を示すという機能を果たしているのは明瞭で

あろう｡
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10はもうー度現われる｡くく愛の神〉〉の長大なディスクールは､恋する男amantが心得

るべきいくつかの原則と具体的な注意の列挙､彼が体験するさまざまな苦しみ､その

昔しみに耐える方策をテーマに展開される｡そして最初の部分で繰り広げられる､い

わば愛の掟ともいうぺき原則の数がちょうど十ヶ条･なのである(207由一2212行)｡十

ケ条の掟といえば､すぐ思い浮かぶのは､モーゼの十戒(出エジプト記20)であろう｡

戒律をまとめるときにまことにふさわしい数である｡

ビュタゴラス派にとって､10はT8TPaXTU;(nombrequatemaire4要素からなる数)

と呼ばれる神聖な数であった(明｡｢4要素からなる｣とは､自然数の最初の四つを足し

たものという意味であり､十個の点を1､2､3､4の順に並べると正三角形になること

からも､10は全体性･完成･統一への復帰というような象徴的な意味を持ち､神性を備

えた数として崇められてさえいた｡ギヨームがそのようlな事情に通じていたかどうか

は分からない｡十進法に慣れきった者にとって(つまり普通の人にとって)最もまとま

りのいい数であったのかもしれないし､キリスト教徒として十戒の数字はとりわけ意

味の深いものであったのかもしれない｡いずれにせよr薗薇物割に現われるさまざ

まな致を検討してみると､･作者がある種の偏愛というか､こだわりを見せているのは

10だけである｡そしてそれが2や3や4や7ではなく､繰り返して出てくる割にはやや

大きい二桁の数であるだけに､気になるのである｡

シンメトリーへの憧れ

ギヨームのr商圏物語Jには､これまでに検討した以外の数ももちろんいくつも出

てくる｡しかしそれらはすべて慣用句か単なる数量表現であって､特に数としての象

徴的な意味は持っていないように思われる｡注目に値するのは正方形として捉えるべ

き4､そして10で､キリスト教において重要な3､7､12などが特別な意味を持って出

てこないのはむしろ意外なほどである｡その4と10の両者に共通するものはあるだろ

うか｡かヾラ的･神秘学的解釈はおそらく無理だろう｡まず確認できるのは二つとも偶

数であること｡つまり二つに分けたとき同じものが並ぶのであり､そこからでてくる

のは対称性ということである｡ごくあたり前のことに思われるかもしれないが､物語

の中でもう少し子細に見てみよう｡物語の舞台となるくく悦楽〉〉の園｡一度中に入ってし

まえば､上空から鳥徹するわけではないのだからどんな形でもいいはずだが､正方形

であることが強調される｡そしてその内部に建設される四つの小塔と四つの門と四人

の護衛を持ち､中央に円塔の建つ正方形の城｡4の場合､幾何学的なイメージが与えら

れるのだから､対称性は顕著である｡10に関しては､くく愛の神〉〉の矢が2×5の10本で

あり､相反する力を持っていること､壁に描かれた肖像とカロールを踊る人々の二つ

のグループがやはり相反する価値を示すものとして壁を境に10対10で対置されている

こと､以上二点が指摘できよう｡また壁の肖像を描写する部分で､｢中央に私はくく憎悪》

を見た｣(139行)とあるのが気にかかる｡10人の肖像に中央はあり得ない｡原文のenz
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enrnileuを｢真申あたりに｣と解釈してしまえばそれまでだが､作者はもしかしたら｢中

央｣が欲しかったのかもしれない｡このように見てくるとギヨーム･ド･ロリスの場合､

4と10の二つの数へのこだわりは､数の持つ神秘な力の発現というよりはシンメトリー

への憧れとして捉えることができるのである｡

(行数表示はルコワ版(CFMA版)による)
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